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市政へのご意見・ご要望は…対話連携推進室　〒514－8611（住所不要）
　229－3105　　229－3366　　info@city.tsu.lg.jp

問い合わせ　津市産業振興センター
　236－3355　　236－3356

　市内で新たに農業を始めたい
人や農業法人などへの就職を希
望する人を対象に、秋冬野菜の
栽培実習などを行います。
と　き　８月～12月のうちの土
　曜日で７日間、いずれも９時
　～12時(予定)
ところ　美里地域内の農地
内　容　秋冬野菜の栽培実習、就
　農に関する講義など
対　象　市内に在住の20～64歳
　の人(家庭菜園志向の人は除く)
定　員　書類選考10人
参加費　7,000円(資料代など含む)
申し込み　直接または電話で農
　林水産政策課へ
締め切り　６月21日(金)

　環境に配慮した営農活動をし
ている人を支援するため、環境
保全型農業直接支払交付金を交
付しています。
対象者▲

エコファーマー認定を受けて
　いる農業者(特例措置あり)▲

農業環境規範に基づく点検を
　行っている農業者
対象の取り組み▲

化学肥料や化学合成農薬を５
　割以上減らす取り組みと次の
　いずれかを組み合わせた取り
　組み
　カバークロップ…化学肥料や
　化学合成農薬を５割以上減ら
　す取り組みの前後いずれかに、
　緑肥などを作付けする
　堆肥の施用…化学肥料や化学
　合成農薬を５割以上減らす取
　り組みの前後いずれかに、国が
　定める要件の下、堆肥を施す

　ＩＰＭ技術…対象作物(大豆、
　ナシ、カキ、かんきつ、キャ
　ベツ、ナバナ、イチゴ、茶)ご
　とに決められた総合的病害虫・
　雑草管理技術を行う
　草生栽培…化学肥料や化学合
　成農薬を５割以上減らす取り
　組みを行う園地に、麦類や牧
　草などを作付けする▲

化学肥料や農薬を使用せず、
　遺伝子組み換え技術を利用し
　ない有機農業の取り組み
申し込み　農林水産政策課にあ
　る申請書に必要事項を記入し
　て提出
締め切り　７月１日(月)

農林水産政策課
　229－3172　　229－3168

就農支援「市民農業塾」
受講生

農林水産政策課
　229－3172　　229－3168

環境保全型農業直接支払
交付金

　「創業したい！でも自分にできるのだろうか」
そう思っていませんか。創業に必要な知識やノ
ウハウを学び、同じ志を持つ仲間と語り合っ
て、“はじめの一歩”を踏み出しましょう。
と　き　６月30日(日)、７月７日(日)・14日(日)・
　21日(日)・28日(日)いずれも10時～17時　
　※全５回

ところ　アストプラザ研修室Ｂ
内　容　創業の心得、ビジネスプラン作成、プ
　レゼンテーションの極意などについての講義
　(グループワークあり)。最終日にコンテスト
　形式でビジネスプランを競い合います。
定　員　抽選25人
参加費　5,000円
申し込み　津市産業振興センターにある申込用
　紙に必要事項を記入し、ファクスまたはＥメ
　ールで津市産業振興センター(　info@ipc.city.
　tsu.mie.jp)へ
※申込用紙は津市産業振興センターホームペー
　ジからもダウンロードできます。
締め切り　６月24日(月)17時必着

受講生
募集

創業への道、はじめの一歩はここから！

第３期 ～白帯編～津創業道場
市内で創業を目

指す人、

創業後さらなる
事業拡大を

目指す人集まれ
！


